
多変量解析 : 民族文化の樹状図分析

言語: ja

出版者: 

公開日: 2010-02-26

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 大林, 太良

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10502/3529URL



   第3章

結 果一2多 変 量 解 析



東南ア ジア ・オセ アニアにおける諸民族文化のデ ータベースの作成 と分析

1.民 族 文 化 の 樹 状 図 分 析

大  林  太  良*

1. は じめ に 2.結 果

1.は じ め に

 分 析 自体 に 入 る 前 に,い くつ か の一 般 的 な説 明 を して お く必 要 が あ る・

 第1に,わ れ わ れ は コー ド化 す る に あた り,現 在 の状 態 よ り も過去 の状 態 を重 視 し

た。 とい うの は,わ れ わ れ の共 同研 究 の 目標 は,伝 統 的な 文 化 を 分類 す る こ とに あ る

か らで あ る。

 第2に,文 献 に記 録 され て い な い要 素 は,欠 如 と して コー ド化 した。 これ は,分 類

に お け る誤 りや 偏 向 の潜 在 的 な 源泉 の0つ で あ る。文 化間 の近 接度 が,時 に は実 際 よ

り も低 く表 示 され る ことが あ る と予想 され る。

 第3に,わ れ わ れ の要 素 表 は,社 会 組 織 や その 他 の非 物 質 文 化 よ り も,物 質文 化 を

重視 して い る。 物 質文 化 を 強調 す る こ とは,ド ラ ィヴ ァー(Driver, H。E.)と そ の 協

力者 に よ る北 米 土着 文 化 の2種 の 分類 を比 較 して みて も,理 論 的 に 正 しい こ とが わ か

る。 かれ ら は2組 の資 料 を も ちい た が,1組 は,マ ー ドック(Murdock, G.P.)の 『民

族誌 表録 』[MuRDocK l967]で あ って,社 会 組織 の 占め る率 が 高 く,も う1組 は,

ドライ ヴ ァー とマ ッセイ(Massey, W.C.)の 資 料[DRIvER and MAssEY 1957]で

あ って,そ の4分 の3は 物 質 文 化 で あ る。 そ して 後者 の ほ うが,北 ア メ リカ にお け る

伝 統 的文 化 領 域 の 図式 に は るか に よ く合 った結 果 を生 み 出 した の で あ った。 ドラ イ ヴ

ァー と コ ッフ ィ ン(CofHn,」.L.)が 論 じた よ うに,「 物質 文 化 は非 物 質 文化 よ りも伝

播 しや す く,ま た 地 理 的環 境 に よ って 厳 し く決定 され る」。 だか ら,ド ラィ ヴ ァー=

マ ッセイ資 料 は マー ド ック資 料 よ り も,地 理 的,歴 史 的要 因 を よ り強 度 に 反映 して い

るの で あ る[JoRGENsEN I974:225-226]。

 第4に,わ れ わ れ は上 に 示 さ れた よ うに,本 研 究 に お いて,2種 の 統 計 的 分析 を試
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み て みた 。 ク ラス タ ー分析 と因子 分 析 で あ る。

 ク ラス タ ー分 析 は,多 変量 解 析mUltiVariate analysisと い う名で も知 られ て い る

が,こ れ は,文 化,身 体形 質,言 語 の 分類 に 用 い られ て きた。 私 はす で に ドラ ィ ヴ ァ

0と その 協力 者 に よ る北米 イ ンデ ィア ン文 化 の 分類 に つ い て の諸 研 究 に 言 及 した
。 こ

こで は,ダ イ エ ン(Dyen, Isidore)に よ って 試 み られ た オ ー ス トロネ シア諸 語 の 分

類[DYEN 1965]と グ リンカ(Glinka, Josef)に よ って 実 施 され た東 南 ア ジア 島懊 部

住 民 の身 体 形 質 の 分類[CiLINKA 1978]を 例 と して挙 げて お こ う。

 ク ラス タ ー分析 の結 果 は,ふ つ う樹 状 図の 形 で 図示 され る。 この 図 は,た しか に視

覚 的 に分 類 を示 して くれ る長所 が あ る が,同 時 に欠 点 もあ る。 つ ま り,諸 ク ラス タ ー

が,自 律 的,独 立 的 な単 位 を な して い る と い う印 象 を与 え るが,実 は それ らは 多 くの

結 びつ きを他 の ク ラス タ ー との 間 に も って い るの であ る。 わ れ わ れ の研 究 か ら1例 を

引 けば ・ 因子 分 析 は,台 湾 諸 文 化 や 若 干 の 島填 部 諸 文 化(Lio, Subanun, Tora(ija)

と華 南のYaoやSheの よ うな大 陸 の 諸 文化 が近 接 して い る こと を示 唆 して い る ので

あ るが,こ の こ とは ク ラスタ ー分析 か らは うか が え な い の で あ る。

以 上 を 前 置 きと して,本 共 同 研究 に お け る ク ラス タ ー分 析 の結 果 に 移 る こと に しよ

う。

2.結 果

 杉 田は 要 素 の存 在 と欠如 を 同様 に評 価 す る φ係 数 に よ り1),237文 化,343要 素 の全

体 デ ータ に もとづ き,文 化 間 の 相 関 関 係 を 計 算 した。 ドライ ヴ ァー と その 協 力者 た ち

が 北 米 イ ンデ ィア ンに つ いて の か れ らの諸 論 文 で お こな った よ うに,諸 文 化 の ク ラス

タ ー 分析 の結 果 は,樹 状 図 の か た ちで 表 わ され た(巻 末 の 附 図1の 樹 状 図 を参 照)。

あ り うべ き誤 解 を避 け るた め に,こ の樹 状 図 の 意 味 に つ いて 一 言 つ け加 え て お きた い 。

1)中 間報告の準備にあた って,杉 田は2種 の相関係数を使 ってみた。一つは要素の存在 と欠如

 の双方に同 じ比重をお くφ係数であ り,も う一つは存在によ って大 きな値をあたえ る係数であ る
。その結果,φ 係数のほ うがよ りもっともな分類をつ くることがわか り,中 間報告 もφ係数

 を もちいた分類に基づいて執筆された[OBAYAsHI 1987:158]。 今回の報告 もまた φ係 数を も ち
いている。
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この 図 は,真 の 系 統 樹 と解 釈 して はな らな い。 これ は共 通 の祖 先 文 化 か らの 伝 播 や,

帰 一 的 進 化(COnvergent eVOIutiOn)に よ って生 じた,文 化 問 の近 似 度 の要 約 に ほか な

らない の で あ る[Cﾌ JORGEN瓲N 1974:207-208]。

 本 樹 状 図 に お いて は,わ れ わ れ は,い くつ か の段 階 を なす グル ー ピ ングを 区 別 で き

るが,以 下 に お いて は その う ち上位4段 階 を論 じた い。 私 はそ れ らを,上 か ら下 の 順

に,巨 大 群macro-group,群group,亜 群subgroup,区 分scction,と よぶ こ と に

す る(表1)。

 東 南 ア ジァ と オ セ ァニ アの 諸 文 化 は,二 つの 巨大 群 に わ かれ る。1.東 南 ア ジ ア巨

大 群,0.オ セ ァ ニ ア 巨大 群 で あ る。

 東 南 ア ジア 巨大 群 は,2群 か らな る。 つ ま り,東 南 ア ジァ穀 物 栽 培 民(1-A)と,東

南 ア ジア高 文 化(1-B)で あ る。 東 南 ア ジァ穀 物栽 培 民 群 は,台 湾(1-A-i)と ア ッサ

ム=縁 辺 島 喚部(1-A-ii)の2亜 群 に わか れ る。 東 南 ア ジ ァ高 文 化 群 は,大 陸(1-B-i)

と 中核 島 喚部(1-B-ii)の2亜 群 に わか れ る。

 オ セ ア ニ ア 巨大 群 は2群 に わ かれ る。 つ ま り,ミ ク ロネ シァ=ポ リネ シア群(II-A)

と,メ ラネ シアﾘオ ー ス トラ リア群(II-B)で あ る。 ミク ロネ シア=ポ リネ シア群 は,

ミク ロネ シア(II-A-i),ポ リネ シア(II-A-ii)の2亜 群 に わ か れ,メ ラネ シア=オ ー

ス トラ リア群 と,メ ラ ネ シア(II-B-i),オ ー ス トラ リア=残 余(II-B-ii)の2亜 群 に

わ かれ る。

 この 分類 は,亜 群 の 段 階 で8つ の 主 要 な ク ラス タ ー を示 して い るが,大 綱 に お いて

は人 類 学者 が,伝 統 的 にか つ 直感 的 に,こ れ ら地 域 の 文 化 の 分 類 に つ い て考 え て きた

もの に,か な り よ く合 って い る[c£HoNIGMANN 1959:136-137,142-143;HuNTER

and WHITTEN 1975:107-109]。 わ れ われ の 樹 状 図 は,そ れ に と どま らず,少 な く

と も東 南 ア ジデ に 関 して は,従 来 の 分類 に 比 べ て 明 らか に 改 善 され て お り,本 樹 状 図

は,よ り洗練 さ れ て お り詳 細 な の で あ る。

 これ か ら亜 群 と区分 を詳 し く論 ず る こ とに しよ う。

 台 湾 亜 群(II-A-i)は, Yamiを 除 く台 湾 の す べ ての 高砂 族諸 族 を含 ん で い る。 この

亜 群 は また,ル ソ ン島 のKalingaも 含 ん で い る。 この よ うにYamiが 除 外 され て い

る こ と は,Yamiが 他 の 高 砂族 諸 族 と文 化 的 に大 いに 相 違 して い る ので,も っ と もで

あ る。

 ア ッサ ム ・縁 辺 島 喚部 亜 群 は,フ ィ リ ピンニボル ネオ(1-A-ii-a)と,モ ンタ ニ ャー

ルeナ ガ=小 ス ンダ列 島(1-A-ii-b)の2区 分 に わ か れ る。 フ ィ リピ ン=ボ ル ネオ 区 分

は,本 質 的 に は,こ の 島嗅 地 域 に住 む諸 族(た とえ ば,Bagobo, Mandaya, Subanun,
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Hanunoo, Bontok Igorot, Dusun, Land Dayak, Ibanな ど)か らな り,こ れ に

Nias島 民 やMinangkabauの よ うな イ ン ドネ シア諸 族,さ らにLakher, Karen,

Nya Honの よ うな大 陸 の諸 族 が加 わ って い る。 モ ンタ ニfi一 ル=ナ ガ=小 ス ンダ 列 島

区分 は,ナ ガ 諸 族 の大 部 分,ア ッサ ム ・ビル マ 山 地 の そ の他 の チベ ッ ト=ビル マ諸 族,

さ らにMnong Gar, Bahnar, Lamet, Katuの よ うな モ ンﾘク メー ル 系 山地 民 を 含

ん で い る。 これ ら諸族 に,小 ス ンダ列 島東 部 の 諸 族 が加 わ って い る。 つ ま り,Alor

島民,ス ンバ 島 のLio, Endeh, Manggaraiの 諸 族 で あ る。

 東 南 ア ジァ 高 文 化群 の 大 陸 亜群 は,イ ン ドシナ(1-: .)と,華 南(1-B-i-b)の

2区 分 に わ か れ る。 イ ン ドシナ区 分 は,首 長 国段 階 の タ イ語 系 諸 族 と 中 国 ・イ ン ド

シナ 国境 地 方 に お ける これ らタ イ系諸 族 の 衛 星 諸 族 を ふ くみ,こ れ にvictnamese,

Cambodian, Mon, Burmeseの よ うな大 陸 高 文 化 の 代 表者 が つ け加 わ ってい る。 最

後 にToba BatakとNegri Sembilan Malayが,こ れ を補 って い る。 華南 区 分 は,

ミャオ ・ヤ オ諸 族 お よ びNu, Lisu, Paiな どの チ ベ ッ ト=ビ ル マ系 諸 族 を含 み,こ れ

に タ イ語 系 のPuyiが 加 わ って い る。

 東 南 ア ジ ア高 文 化 群 の 中核 島喚 部亜 群 は,ジ ャ ワ ・バ リ(1-B-ii-a)と,亜 中 核

(1-B-ii-b)の2区 分か らな る。 この 両 範 躊 は,と もに異 質 な 諸族 を ま と めた もの で あ

つて,あ ま り適 切 で は な い 。 つ ま りジ ャ ワ=バ リ区 分 は,Balinese, Sasak, Javanese

ば か りで な く,Bugis, Makassarescを ふ く ん で い る。 お ま けに,奇 妙 に も, Tai

YuanとTagalo9が,同 じ区 分の なか に編 入 さ れ て い るの で あ る。 亜 中核 区分 も,

これ に劣 らぬ 異 質 性 を 示 し,わ れ わ れの サ ンプル にあ るマ ダ ガ ス カル 諸族 のす べ て を

含 む ば か りで な く,マ ル ク諸 島に住 む諸 族(セ ラム 島 中 部 住民,Ambon島 民, Kei諸

島民,Galela),ジ ャワ 島のSundanese, Tinggian, Madurese島 民,ま たAcheh,

Redjang, Chamと い った マ レー系諸 族 も含 まれ て い る。 お ま け にSiamese, Khasi

の よ うな大 陸 諸 族 が この 区 分 を補 完 して い る こ と もつ け加 え て お かね ば な らな い。

 これ か らオ セ ア ニ ァに 向 か うこ とに しよ う。

 ミク ロネ シア亜 群 は区 分 に わか れ ず,カ ロ リン諸 島 とマ0シ ャル諸 島の 住 民 か らな

る。 ポ リネ シア亜 群 は,西 ポ リネ シア(II-A-ii一�)と,東 ポ リネ シア(II-A-ii-b)の

2区 分 にわ かれ る。 西 ポ リネ シア区 分 は,ポ リネ シア 西 部諸 島 の住 民 の み な らず,メ

ラネ シア や ミク ロ ネ シ ア中 の ポ リネ シア飛 地(ア ウ トライ ヤ ー)の 住 民 もふ くみ,さ

らに ギ ルバ ー ト諸 島 の 住 民 が これに加 わ って い る。HawaiiとTuamotuが この 西 区

分 に入 って い るの は意 外 で あ る。 東 ポ リネ シア区 分 は,本 質 的 に は ポ リネ シア東 部 諸

島の 住 民 か らな るが,そ の ほ かEllice諸 島 とPonape島 の 住 民 が加 わ って い る。
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 メ ラネ シア=オ ー ス トラ リア群 の メ ラ ネ シア亜 群 は,パ プ ア 区 分(II-B-i-a)と,

島喚 部 区 分(II-B-i-b)の2区 分 に わ かれ る。 パ プ ア区 分 は,ニ ュ0ギ ニ ア に住 むパ

プ ア語 系 の 諸族 か らな り,同 質 的 な全 体 を 構 成 して い る。 反 対 に,島 喚 部 区分 は,こ

れ よ り異 質 性 が 高 い。 この 区 分 は,フ ィジ ー,ト ロブ リア ン ド,ロ ッセル,ソ ロ モ ン

群 島,ニ ュ ーヘ ブ リデ ィー ズ,ニ ュー カ レ ドニ ア な ど メ ラネ シア島 喚 部 の住 民 を含 む

ば か りで な く,Engaや セ ピ ック川 流 域 諸族 の よ うな ニ ュー ギニ アの パ プ ア系 諸 族 や,

BainingやSulkaの よ うな 島 喚部 の パ プ ァ 系住 民 も含 んで い る。 おま けに この 区分

に はChamorroも はい って い るの で あ る。

 メ ラネ シア=オ ー ス トラ リア群 の オ ース トラ リア=残 余 亜 群 は,採 集 狩 猟 民(II-B-

ii-a)'と 残 余 諸 族(II-B-ii-b)の 二 つ に わ か れ る。

 採 集 狩 猟 民 区 分 は,ほ とん どす べ て オ ー ス トラ リアの諸 族 か ら な るが,唯 一 の 例 外

は,東 南 ア ジア の漂 海 民 のMokenで あ る。 わ れ わ れ の文 化 項 目表 に おい て,多 くの

要 素 を 所 有 して い な い とい う欠 如 の 共 通 性 に よ って,こ こに一 括 され た ので あ ろ う。

 残 余 区 分 は われ わ れ の最 後の 区分 で あ るが,こ れ は多 くの 問題 を提 起 す る。 この 区

分の 構 成 要 素 の一 つ は,東 南 ア ジアの 採 集 狩 猟 民 な い し採 集 狩 猟 民 的 伝 統 を もつ 諸 族

を0括 して い る。 つ ま り,Penan, Kubu, Senoi, Semangの 諸 族 とAndamanese

で あ る。 も う一 つ の 構 成要 素 は,東 南 ア ジァ島 喚 部 の 根 栽 類 栽培 民,つ ま りWemale,

Aru, Babar, Enggano, Mentaweian, Nicobarの 諸 島民 か らな り,こ れ に 文 化 的 に

は イ ン ドネ シアに 連 結 して い る ニ ューギ ニ ア のSentani, Waropen, Torの 諸 族,ミ

ク ロ ネ シァ のPalau諸 島民 が これ に加 わ って い る。 台 湾 のYamiと ボル ネ オの サ ゴ

食 のMelanauは,か れ らの 非穀 食 に よ って,こ れ ら根 栽 類 栽 培 民 と 同m疇 に 入 る

とい つて よ い。

第3の 構 成 要 素 は,Tobi, Mirialn, Mabuiag, Majuro, Nauruか らな り,説 明を

必 要 とす る。 これ ら ミク ロ ネ シア ・メ ラ ネ シアの諸 族 は,残 余 区 分 に 包 含 され る ほ ど

文 化 は貧 弱 で はな い。 か れ らが 残余 区分 に 入れ られ て い る の は,お そ ら く,わ れ われ

が利 用 した資料 に充 分 な情 報 が 記 され て い なか った た めで あ ろ う。 こ とに よ る と,残

余 区 分の 分析 に お いて は,こ の 最 後の 構 成 要 素 を 考慮 に入 れ ない で 除 外 した ほう が よ

い の か も しれ な い。

 今 回の 分類 は,そ の 大 綱 に お い て は 中間 報 告 の分 類 と もL致 す る。 東 南 ア ジア 巨大

群 とオ セ アニ ア巨大 群 へ の 第一 次 的 な2分 が,ど ち らの分 類 に も現 れ た ば か りで な く,

ク ラス タ ーの 大部 分 が対 応 して い る。 けれ ど も これ ら二 つ の 分類 に おい て は,微 妙 な,

しか し興 味深 い相違 を見 る こ とが で きる。 この 相 違 は,た ん に命 名法 ば か りで な く,

197



国立民族学博物館研究報告別冊 11号

諸 文 化 の 分 け 方 や順 序 に もか か わ っ・て い る。 この 二 つ の分 類 の 比 較 は,本 書300-306

ペ ー ジに おい て お こ な う こと に した い。

表1 東南 アジア ・オセアニアの諸文化の分類

     (343要 素 と237文化にもとつ く)

 1.東 南 ア ジ ア 巨 大 群

   A.東 南 ア ジ ア 穀 物 栽 培 民 群

     i.台 湾 亜 群

       Puyuma, Ami, Atayal, Kalinga, Tsou, Bunun, Saisiat, Rukai, Paiwan

    ii.ア ッサ ム ー 縁 辺 島 喚 部 亜 群

      a.フ ィ リ ピ ン ー ボ ル ネ オ 区 分

       『Nias, Minangkabau, Bagobo, Mandaya, Bukidnon, Tagbanua/Eastern Toradja,       L
akher, Thado-Kuki, Dafla, Banggai, Kelab三t, Tinggian, Subanun, Hanunoo, Bontok

       Igorot・Ifugao・Southern Tora(勀a/Dusun, Karen, Land Dayak, Iban, Kayan, Nya
       Hon

      b.ナ ガ ー モ ン タ ニ ャー ル ー小 ス ンダ 区 分

       Rengma Naga, Sema Naga, Lhota Naga, Ao Naga, Konyak Naga, Apa Tani,              Ghi
nl Cak, Li, Angarni Naga, Wa, Kachin, Tulung,・Garo〃Alorese

,       Lushai,

       Kedang, Mnong Gar, Sumbanese, Lio, Endeh, Orang-Abung, Bahnar, Lamet,

       Manggarai, Katu

  B.東 南 ア ジ ア 高 文 化 群

    i.大 陸 部 華 南 亜 群

      a.イ ン ド シ ナ 区 分

       Khmu・Tai, Palaung, shan, Lahu, Jinuo, Akha〃Muong, white Tai, Black Tai,       T
oba Batak・Achang/Vietnamese, Cambodian, Mon, Burmesel Jarai

, Nashi, Negri

      'Sembilan Malay

      b.華 南 区 分

       Pulang, Nu,■isu!Laos Thai Miao, Pai, She, Laos Thai Yao,広 東 ・広 西Yao(       P
uyi,貴 州Miao, Kucong

    ii.中 核 島 填 部 亜 群

      a・ ジ ャ ワ.一 バ リ区 分

       Makassarese, Bugis, Tai Yua�, Tagalog, Sasak, Balinese, Javanese

      b.亜 中 核 区 分

       Tsimihety, Sakalava, Antandroy, Mahafaly, Antaisaka, Tanala〃central Ceram,       A
mbonese・Kei, Lolo/Tenggerese, Madurese, Tausug, sundanese/Malay

, Re(勀ang,       A
cheh/To Mori, Gorontalo, Minahasa/Central Visayan, Ivatan

, Galela/Cham,

       Siamese, Khasi

H.オ セ ァ ニ ァ 巨 大 群

  A.ミ ク ロ ネ シ ア ー ポ リネ シ ア 群

    i.・ ミ クpネ シ ア 亜 群 .       辱

       Yap, Truk, Satawal, Woleai, Ifaluk, Namo]uk, Ulithi

    11 .ポ リネ シ ア 亜 群

      a.西 ポ リネ シ ア 区 分

       Anuta, Niue, Futuna, Samoa, Tikopia, Tokelaul Rennel1, Santa Cruz, Kapinga。       
marangi, Hawaii, Tuamotu, Gilbert                     .

      b.東 ポ リネ シ ア 区 分

       Tongareva, Pukapuka, Rak濾aga, E1】ice/Mangareva, Austra1, Marquesas, Maori,    
、  Society!Easter, Southern Cook, Ponape

  B.メ ラネ シ ア=オ ー ス トラ リア 群

・ i.メ ラ ネ シ ア亜 群
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 a 

    Seltaman, Faiwolmin, Baktaman/ Nimo, Iwam, Buna, Purari, Gidra, Keraki, 
    Kiwai/ Mimika, Asmat, Orokaiva, Watut, Yimar 

 b  .  ag93Z33- 
    Lau (Fiji), Pentecost, Rotuma, Viti Levu, Tonga/Baining, Owa Raha, Ulawa, New 

    Caledonia, Kaoka, Trobriand, Rossel/ Sulka, Lakalai (Nakanai), Wogeo,  Lesu/ 
    Kimam, Malekula, Tolai, Kapauku, Kwaio, Baegu, Lau (Malaita), Choiseul, Dani, 
    Siane, Enga/ Kwoma, Iatmul, Abelam/ Banks, Kilenge, Manus, Chamorro 

 ii.—1•j97 =R 
 a•  UMItlff .5-)- 
 Mokeni  Ungarinjin, Groote Eylandt, Murngin, Walbiri, Tasmanian, Tiwi 

    Penan, Kubu, Senoi,  Semang/ Tor, Dobu, Motu/ Wemale, Aru, Babar/ Melanau, 
     Yami, Enggano, Sentani, Waropen, Palau,  Mentaweian//  Ontong-Java, Nicobarese, 

    Uvea, Andamanese/Tobi, Miriam, Mabuiag, Majuro, Nauru
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